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工業技術センターでは、近年のめざましい技術改革に対応して企業の技術開発力の向上を

図るための支援事業として、このたび、特別技術相談コーナーを開設しました。

このコーナーでは、それぞれの分野において権威ある先生方を技術相談役に委嘱し、企業

からの新技術開発や技術の改善など工業技術に関する相談に応じます。

指導ご希望の企業は、当センターまでお申し込み下さい。

◎相談が受けられる分野は、槻ね次のとおりです。   を変更することもあります。)

・ エレクトロニクス関連一―コンピュータ、集   ◎相談の申し込みおよびお問い合わせは、次のと

積回路、センサー    おりです。                _)
T520-30など

・ メカ トロエ クス関連十~ロ ボット、CAD

/CAMな ど

。先 端 加 工 技 術 関 連
一

難削材、超精密切

削、特殊加工など

。新素材・複合材料関連一―高分子材料加工、

高分子複合材料、

金属材料など

。食  品  関  連一―食品製造技術、醸

造技術、バイオテ

クノロジーなど

◎相談を担当していただ く先生および相談日は次

のとおりです。(但 し先生の都合等により相談日

滋賀県栗太郡栗東町上砥山 232番地

滋賀県工業技術センター

TEL(0775)58-1500

FAX(0775)58-1373

・電気 。電子、機械関係のご相談は、技術第一

科まで

・ 工業材料、食品関係のご相談は、技術第二科

まで

・ 申し込みは、昭和 61年 6月 1日 から受付けて

います。

◎相談料は、無料です。

(順不同)

・∞

］

］

技術第 1科

池田技師
毎月第 3金曜日

午後 1か ら
情報工学

マイクロコンピュ

ータ応用技術およ

び周辺機器技術

静岡大学名誉教授

浜松情報専門学校長松 本 欣 二

技術第 1科

河村主査
毎月第 2水曜日

午後 1か ら
機械工学

精密加工・切削加

工・塑性加工およ

び特殊加工

名古屋大学教授

山 口 勝 美

技術第 1科

川崎主任技

自師

毎月第 3水曜日

午後 1か ら
制御工学

自動制御・サーボ

およびロボット

京都大学名誉教授

立命館大学教授花 房 秀 郎
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昭和60年度  業 務 報 告
本県経済の振興を図り、活力ある中小企業を育成するため、地場産業の総合的振興対策を推進

するほか、技術革新や高度情報化などが進展する中にあつて公設試験研究機関の拡充を図り、中

小企業に対する適切な技術指導を強化する必要があります。    ～

このため、業界のニーズに呼応し、工業技術に関する、試験、研究指導をはじめ、各種の技術

研修・情報収集提供、技術。人的交流の促進などの業務を行う施設こして、昨年 7月 29日 に工業

技術センターがオープンいたしました。当センターの特色といたしましては民間活力を生かした

第三セクター方式・財団法人滋賀県工業技術振興協会と表裏一体の運営を進めていることや、
｀
地

域に開かれた工業技術振興の拠点
″

をキャツチフレーズに、試験分析機器等を企業の皆さんに開

放するといつたユニークな運営方針をとっているところであります。

開所後は電子、機械、工業材料、食品・化学、デザイン分野を中心に研究企画、試験分析、設

備の開放利用、技術相談指導業務をはじめとして、今後における本県工業技術の中核的機関とし

ての役割と機能が果せるよう試験研究機器の整備、および運営体制の確立を図つてまいっており

ます。

ここに、昭和 60年度当センターが実施しました業務の内容をとりまとめ御紹介いたしますの

で、工業技術センターの今後の事業運営等について、広く関係各位からの御指導、御意見をいた

だければ幸甚です。

研究企画

。滋賀県工業技術振興懇話会の開催

急速な技術革新に対応した工業技術の振興

を図り、中・長期にわたる技術展望を開くた

め、産業界および学識経験者からなる懇話会

(座長、越後和典滋賀大教授、委員 21名 )を

6月 27日 、■ 月 ■ 日の 2回開催し、より本

県工業技術の振興に効果的なセンター運営に

ついての意見提言をいただきました。

・
　

］ 金 森 工 雄

京都府立大学名誉教授

武庫川女子大学教授

食品工学

食品化学および栄

養化学

毎月第 3木曜日

午後 1時から

技術第 2科
松本技師

田 村 今 男

京都大学教授
金属工学

金属材料・鉄鋼材

料および熱処理

毎月第 3水曜 日

午後 1時から

技術第 2科

西内主査

平 井 恒 夫

同志社大学教授
材料工学

冷間鍛造・高分子

材料力Π工および高

分子複合材料 (FRP)

毎月第 3水曜日

午後 4時から

技術第 2科
山中技師
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0工業技術振興に関する調査の実施

本県における工業技術の振興の基本方向と

工業技術センターおよび働滋賀県工業技術振

興協会に対する県内企業のニーズを把握する

ため働大阪科学技術センターに調査を委託 し、

今後におけるセンター機能の充実や事業運営

の方法に関する基礎データを得ることができ

ました。

(こ の調査結果の一部は本誌第2号に掲載しており

ます。)

依頼試験分析・設備機器利用

企業からの依頼による各種工業材料等の分析

や試験計測は金属、高分子を中心に 40企業、295

試験、また設備機器の利用については 297企業、

421件 にのばり、県内企業からの工業技術セン

ターに対する期待の大きさが数字的に表われて

います。

O依頼試験分析

0工業技術センター開所記念事業の実施

工業技術センターの開所に伴い、地域に開

かれた工業技術振興の拠点に相応しい記念式

典、先端機器の展示および請演会を7月 29日

～30日 に開催し、県下工業の技術力向上のた

め、技術革新の進展と波及効果等の啓発普及

を実施しました。

・開所記念式典

出席者 179名
。先端機器展示

コンピューターグラフィックほか 3点

・記念講演会

演 題 21世紀における日本と近江

講 師 作家 堺屋太一氏

出席者 183名

・施設一般公開

来訪者 558名

3

3 10236強度試験 (金属 )

27引  張

7伸   び

圧   縮

325硬 さ試験 (金属 )

ブ リネル

ビッカース

2212組織試験 (金属 )

金属顕微鏡

試料調整

4 514環境試験 (金属 )

414

工業材料

璃 食 (キ ャス )

環境試験振動試験

16精密測定 表面粗さ
機械応用

16定′
l■分析  (無機物等)

138188定量分析 (金属等 )

化   学

定量分析

保存試験
食   品

46 (40)8 7 8 19295 2計△
ロ

( )は実数



○設備機器利用

。試験研究機器の整備

昭和 59年度からの 3年計画による機器整

備の第 2年次として、約 80点 の最新鋭かつ高

性能の試験研究機器の導入を図り第 1年次分

と併せて 280点の整備を行いました。その主

要なものは次のとおりです。(太字は自転車振

興会補助 )

電子応用部門

ICロ ジックテスタ、EMCシ ュミレータ

システム、高周波LCRメ ータ、ガウスメ

ータ

機械応用部門

動電型振動試験装置、超音波厚さ計、ボル

ト軸力計、表面粗さ測定機

工業材料部門

超音波探傷機、ねじり試験機、X線回折装

置、画像解析装置、ガス浸炭炉、キャス試

験機

技術相談指導

県内企業において新技術の導入や新製品を開

発するために生 じる種々の問題点について相

談・指導を積極的に実施し、当センターヘの来

所による相談件数は 609件、技術課題に対し、

企業の現地において指導を実施する技術アドバ

イザー制度や巡回技術指導制度もフルに活用を

図り、90社 を超える企業の要請に応えました。

また、県内中小企業の技術者のレベルアップ

化学食品部門

赤外分光光度計、二波長クロマ トスキャナ

ー、パルス核磁気共鳴装置、ガスクロマ ト

グラフ、アミノ酸分析装置

X線回折装置

を図るとともに、当センター設置試験研究機器

の利用を促進するため、技術普及講習会を実施

しました。

297694848375540421合  計

フー リェ変換赤外分光光度計、自記分光光度計、原

子吸光分析装置、遠心沈降式粒度分布測定装置
3410839化 学 食 品

金属顕微鏡、万能材料試験機、マイクロビッカース
硬さ試験機、炭素・硫黄同時分析装置、ガス透過率
測定機

393320213022239工 業 材 料

二次元測定機、真円度測定機、動電型振動試験装置

万能投影機、摩耗試験機、万能測長機
6913181210105機 械 応 用

高絶縁抵抗計、雑音総合評価試験機、 Qメ ーター

耐電圧試験システム、低温恒温恒湿槽
29124038電 子 応 用

利用件数
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○技術相談指導実施状況

○技術ア ドバイザー

○技術普及講演、講習会

○巡回技術指導

件 合計―件 技 術 相 談 指 導 内 容技 術 相 談 指 導 内 容
３

６

・０

２７

３７

・３

４

３

３６

機

械

応

用

部

門

摩耗・摩擦 について

加工技術 について

溶接技術 について

精密計測 について

自動化技術 について

設計・ 力学について

超音波利用技術 について

各種規格、文献等についての問合せ

その他

111

電

子

応

用

部

門

製品実装時や輸送時における耐振動性について

製品の耐温湿度 について

電気的信頼性 (耐電圧、EMC、 EMI)について

製品開発上の技術的問題 について

コンピュータ利用に関する技術的相談

電気的諸特性の測定、試験 について

各種規格、文献 についての問い合せ

その他

79

化

学

食

品

部

門

有機酸の分析 について

脱硫剤の分析技術について

微生物の菌 について

食品・廃水処理技術 について

食品保存について

食品の水分活
′
性について

食品の色差測定について

各種規格、文献等についての問合せ

その他

ア
ザ
イ
ン
部
F]

タイル施工の新工法に伴 う大形 タイルのア

ザ イ ン開発 について

工業用 ミシンのデザ イ ン的 グレー ドア ップ

について

その他

609イ牛

２０

１５

・３

２．

３

・５

・３

２．

３

・３

５

３

５３

・２

・３

５２

275

計〈
口

工

業

材

料

部

門

金属の腐食 について

金属表面処理について

金属熱処理技術 について

鉄鋼材料の硬度測定方法について

有価金属の回収 について

高分子の強度 について

高分子の劣化原因について

高分子の特性 について

フイルムのガス透過率について

熱分析 について
,

無機材料の接合 について

無機材料の粒度分布測定方法について

その他材料の機械的144(伸 び、圧縮、曲げ等)に ついて

|:言与
種‖隻霰墓語ξ伝写泳畠合せ

1指導口数
技術分野

35  日9 企業
機  械

2 8金  属

27電   気

22化   学

14食   品

19そ の 他

31 125合  計

項 目
公 害一  般 簡  易

技術分野

15企業 4 企業
10企業

機  械

7金   属

12電   気

0化   学

0 0食   品

そ の 他

21 35計

二次元測定機三豊商事蜘 小笠原隆史二次元形状精密測定技術

万能材料試験機11
い島津製作所

近畿島精サービスい

永 合 祥 三

森 下 健 次
金属材料強度試験技術12.17

12_18
11ランクテーラーホブソン鈴 木 村 貴 1専

12.19

36 技術指導施設費補助関連い全研 社長 岡 部 元 雄食感の科学2.10

フーリエ変換赤外分光光度計ニコレー社 川 口 哲 朗FT一 IR利用技術2 .14

熱分析装置理学電機帥 金 子 崎 良熱分析測定技術2.27-28

100 技術改善費補助事業成果普及講習
ダイキンエ業MIL学事業部
研究開発部主席研究員 吉村違四郎

阪 根  勇い IST代表取締役
3.14

高機能材料開発の現状

と展望
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研 究 開 発

中小企業においては多様化したニーズに適合し

た新製品の開発や、技術革新に対応した新技術の

導入および多品種少量生産における生産の合理化、

効率化等への積極的な取組みが求められています。

また近年の新素材・バイオテクノロジーといった

先端技術の進展はめざましく、これらの進展に対

応した技術開発が要求されていることや消費者ニ

ーズの多様化とあいまって、高付加価値・ 高品質

を備えた製品づ くりおよび産業廃棄物等の多目的

利用が要請されています。

このような状況から当センターの研究開発ステ

ージは中小企業を中心とした工業界への技術移転

広 報 活 動

「地域に開かれた工業技術振興の拠点」をキャ

ッチフレーズに開所記念事業を中心に県内外の企

業 。関係機関はじめ県民に工業技術センターの設

置を周知するとともに今後の利用促進を図るため

ポスターの掲示、ビデオおよびテレビ番組の作

Q 電気メッキを施した鋼板に割れ (亀裂)が生

じました。脆性破壊の 1種である水素脆性と考

えられますが、その要因について教えて下さい。

A 多分、鋼板のスチール除去のための酸洗いと

電気メッキによる原因だと考えられます。

鋼に吸収された水素が鋼をもろくする性質を

もっています。このような現象は一般的に水素

脆性 と言われています。このことは酸洗い以外

に電気メッキを行つた場合にも生じます。

防止の方法としては酸中にゼラチン・ アニリ

ン等の抑制剤を添加する方法がありますが、も

っとも簡単な方法は水洗いを完全に行い、数日

放置するが、水洗いを沸とう水中に行うことで

す。

完全に水素脆性を除去する方法としてはベー

キングがあります。

ベーキングとは ｀
焼 く

″
という意味のことで

すが、メッキ品を 100℃～200°Cで数時間加熱処

理を行う方法のことです。

技術相談コーナーQ&A

を前提とした応用研究を重点的に実施するととも

に、業界からのエーズに応える技術開発を行い、

県内企業の技術面での支援を積極的に推進するこ

とが必要であります。このことから、これらの研

究テーマ選定に向けて、各分野における技術動向、

ニーズ調査の実施 と併せて、当面する今日的課題

であるメカトロニクス、制御・計測等の要素技術、

金属・高分子を中心とする複合材料および食品物

性に関する予備研究を実施し、昭和 61年度からの

研究スター トに向けての研究体制の整備を図りま

した。

成 。放映、パンフレット、および技術情報紙テク

ノネットワークの配布等に努めました。また、ア

メリカ、中国等海外を含め 4,300人 を超える視察、

見学者に対しても科学技術振興の周知啓蒙を図り

ました。

Q 熱処理によって耐摩耗性を向上させる方法と

してどのようなものがあるのでしょうか。

A 構造用鋼 (SC材)では浸炭、窒化、高周波焼

入れを行います。

いずれも表面を硬 くし内部を柔かくすること

により靱性をもたせ耐摩耗性を向上させる表面

硬化熱処理のことです。

浸炭熱処理を例にあげますと低炭素鋼 (0.1

%前後)を浸炭により表面炭素量を0,8%前後

にして、焼入れ・焼もどしを行いますと浸災部

の硬度が HRC 50前 後の表面硬度が得 られ約

2 mm前後の浸炭深さが得られます。この方法

は自動車部品等の表面硬化に利用されています。

浸炭熱処理以外に普及しているのが高周波焼

入れです。高周波誘導電流によって、鋼の表面

を硬化させる焼入れの方法です。

この方法は局部加熱が容易で処理が短時間で

すむのが特徴です。一般的には歯車等の表面硬

化に利用されています。
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技術ア ドノヽイザー

巡 回 技 術 指 導

○技術アドバイザー制度
豊かな着想 と斬新なアイデアによる新製品、

新技術の開発等中小企業独自では、解決困難な

製品または製造工程等に関する技術的諸問題解

決のため、県に登録されている豊富な知識 と経

験を有する技術アドバイザーを派遣して、中小

企業の新製品、新技術の開発を促進させるとと

もに中小企業の技術の向上を図る制度です。

指導依頼の手続きは簡単です

工業技術センター   (0775-58-1500)

信楽窯業試験場     (07488-2-1155)

繊維工業指導所    (0749-62-1492)

機械金属工業指導所   (0749-22-2325)

県内中小企業者

制度を利用しましよう。
}

指導依頼 (申込 )

指導終了の成果報告

のいずれかに御連絡いただければ、直ちに所

定の申込書をお送 りしますので、それによっ

て申し込んで下さい。

対象企業 中小企業

指導の方法

企業からの依頼の内容を検討して最も適切

な技術アドバイザーを選定し、直接企業の現

場で指導を行います。 1企業当りの年間指導

日数は原則 として平均 5日 間です(最大 10日

間以内)。

指導料その他

指導料は無料で実施するとともに企業秘密

は厳守します。

工業技術センター

一 >

指導報告等

技術ア ドバイザー
出

技術指導

現地へ出向く

○巡回技術指導制度
中小企業の技術問題は、その技術水準、地域、

業種などにより異っているため、技術向上のた

めには、直接生産現場の実態に即応した生産技

術の改善を図る必要があります。

このため、民間の技術者等の専門家と工業技

術センターの技術職員からなるチームを編成し

て、中小企業の工場を巡回し、生産技術上の問

題点を究明するとともに、改善の助言を行い生

産全般の技術的問題解決の支援をする制度です。

この制度には企業規模によリー般巡回技術指

導 (原則 として 20人を超える中小企業)、 簡易

巡回技術指導(原則 として 20人以下の小規模企

業)、 また公害問題に対処する公害防止巡回技術

指導の 3種類があります。

指導依頼・指導料

技術アドバイザー制度と同様です。

指導の方法

企業からの依頼の内容により技術指導チー

ムを編成し、依頼企業の現場において原則と

して0.5日 ～ 2日 間指導を実施します。

7

・依頼事項の分析

。指導事項に最適な技術ア ドパ

イザーの選定

新技術、新製品の開発 i改善|

改良 。導入技術などがわからな

い。



誌上ゼミナール
微生物の代謝調節機構

生物は生命を維持していくうえで種々の代謝調

節機構を持ち合わせています。特に微生物は代謝

活動が活発で、短い世代時間の間に自分と同じ大

きさの菌体を作 り上げることが必要なため、しつ

かりした代謝調節機構を持ち、目的に合うように

各種菌体成分の生合成の調節を取 り、無駄なくし

かも迅速に代謝が行われなければなりません。

微生物の代謝調節機構には酵素生成の誘導 。フ

ィードバック抑制・異化物質抑制、酵素活性のフ

ィードバック阻害、エネルギーチャージによる調

節等、種々存在し、生命維持のため複雑な代謝経

路に複雑な調節機構があやなして作用しています。

ここでは、合目的的で効率のよい微生物の代謝

調節機構について、そのいくつかを説明します。

工場で行われている生産活動の制御や調節 と併せ

て考えてみるとおもしろいと思います。

1)酵素生成の誘導とフィー ドバツク抑制

微生物の酵素量は環境条件により著しく変動す

るものがあります。たとえば、大腸菌のβ―ガラクト

シダーゼは乳糖のような誘導物質 (イ ンデューサ)

を添加すると、菌体タンパク質の数パーセントに

及ぶ量が生成されます。これを酵素の誘導と言い

ます。また トリプトファン合成酵素はトリプトフ

ァンを培地中に添加すると酵素の生成が 2～ 3分

以内に停止します。これを酵素生成のフイードバ

ック抑制と言います。これらのことは生体内で酵

素量を増減することにより代謝活動を調節する機

構があることを示しています。この原理はジャコ

ブとモノーらによって提唱されたオペロン説でよ

く説明できます。図にオペロンモデルを示します。

オペロンは通常、構造遺伝子とこの発現を規制

するプロモータ、オペレータおよび調節遺伝子よ

り構成されています。オペロン説により酵素誘導

の機構は次のとおり説明されます。

誘導物質が存在しないときは、調節遺伝子より

作られるリプレッサがオペレータ部位に結合し、

プロモータ部位より始まるRNAポ リメラーゼに

よるmRNAの生成を阻害し、酵素は生成されま

せん。しかし、誘導物質が存在すると、リプレッ

サは誘導物質と結合して不活性化され、オペレー

タ部位での結合が解除され、mRNAの合成が進

み酵素が生成されます。

次にフィードバック抑制について説明します。

この場合は、調節遺伝子により作られるリプレッ

サは末端生成物がないと不活性でオペレータ部位

につけず、mRNAが合成され酵素が生成されま

す。しかし、末端生成物が存在するとリプレッサ

が活性型になリオペレータに結合 し、血RNAの

生成を阻害するので酵素は生成されません。この

ように、微生物はほしい物質がほしい量以上に存

在する時には、フィードバック抑制機構を働かせ

て余分な酵素生成を抑え無駄をなくするのです。

2)酵素活性のフィー ドバック阻害

1)で述べた酵素量の調節のほかに、酵素活性

を調節する代謝調節機構が存在します。フィード

バック阻害と呼ばれるもので、末端代謝産物が共

通代謝経路から分岐した末端代謝産物独自の代謝

経路の最初の酵素の活性を阻害すると言うもので

す。一般に阻害を受ける酵素の基質と阻害を起す

末端代謝産物の化学構造は似かよつていないので、

これは単なる措抗現象による阻害ではないのです。

原理としては、フィードバック阻害を受ける酵素

は活性中心とは全 く異なった場所に制御部位があ

り、末端代謝産物が制御部位に結合すると酵素の

活性中心の立体構造が変化し、酵素活性が阻害さ

れることによります。フィードバック阻害では共

通代謝経路より分岐した第 1段階の酵素活性を阻

害することにより、それ以降の中間代謝産物を無

駄に作らない点で最も経済的なことが明らかです。

以上 2～ 3の例を説明しましたが、微生物 とい

う顕微鏡的な生物でさえこのように複雑で精巧な

調節機構を持ち合わせているのです。IC、 LSI等

のだヽ型化が話題になっていますが、こんなに河ヽさ

くて精巧なものがあることにも目を向けて下さい。

技術第二科 技師 松本 正

調節遺伝子

レータ

ノ
RNAヽ

y

r盈
―だ
フレル

構造遺伝子

↓   ↓   ↓RNAホリメラーゼ

―

mRNA
Ｉ

）
―

）
Ｉ

）

い 露 熟酵索 r
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試駁研究機器紹介 俊品吉IF月 )

0アミノ酸分析装置

アミノ酸分析装置は、試料中の各アミノ酸をイ

オン交換クロマ トグラフィーで分離した後、エン

ヒドリン試液と混合し力日熱呈色させ光度計で定量

することにより各アミノ酸含量を求めるものです。

アミノ酸は分子内にアミノ基 (一 NH2)と カル

ボキシル基 (―COOH)の 両者をもつ有機化合物

であり、栄養化学的に重要であるばかりでなく、

食品の味にも密接な関係があります。たとえば、

醸造食品中の遊離アミノ酸組成はその品質を左右

する要因となり、アミノ酸の定量は食品の品質評

価に欠かせないものです。

O高速液体クロマトグラフ

高速液体クロマ トグラフは、有機化合物の分離

分析を行う機器で、食品中の有機酸、糖、色素、

保存料等の定量、定性分析に利用することができ

ます。

その原理は、移動相が液体である液体クロマ ト

グラフィー (LC)で あるが、高圧ポンプを利用

し、耐圧性充てん剤を用いて迅速な分離分析が可

台ヒと な り、 LCと 区 丹」し て HPLC(high‐

performanι e liquid chromatography) と「平
`ゴ

オ化

ています。また、近年、種々の高性能充てん剤の

開発により利用範囲が広がってきています。

O測色色素コンピユータ

物質がもっている色を正確に言葉で伝えること

や、微妙な色のちがいをまちがいなく述べること

は困難なことです。そこで、色を数値的に表わす

方法として測色色素コンピュータが用いられます。

その数値的に表わす方法 として、XYZ表色系、

Lab表色系等がありますが、これらは色を色相、

明度、彩度といつた尺度で表現したものです。

加工食品においても、原料や製品の色の管理は

重要なことであり、ロットごとの色の変化や保存

中の色の変化を調べることが品質向上につながり

ます。

分 析 方 法 :ワ ンカラム陽イオン交換分析法

検 出 法 :吸光光度法・ 2波長 (440、 570 nm)

オー トサンプラ試料数 :最大 72試料

データ処理 :2波長同時記憶、波形処理 (同 定、定量)

(シ ステム構成)送液ポンプ 2台、システムコントローラ

ー、オー トインジェクター、マニュアルインジェクター、

紫外可視分光光度計検出器、蛍光光度計検出器、示差届折

検出器、カラムオーブン

光学測定方式:JIS Z 8722に 準興する 0° -45°法

測 定 波 長 :400～ 700 nm

表 色 系 :XYZ、 Lab等

9



Oコンピュータガスクロマトグラフ

ガスクロマ トグラフは、気体 (通常 N2、 He)を

移動相として用いていることから、迅速性、高分

解能、高感度という長所をもっています。しかし、

大きな分子量をもっていたり、熱に不安定な化合

物の分析は困難です。それで、食品分析において

は、香味成分や保存料など揮発性化合物や揮発性

化合物に誘導できるものの定量、定性分析に用い

られます。

センターに導入した装置は、カラム温度制御、

データ処理等を自動処理でき、また、サンプルに

接触する部分 (試料注入日、カラム、検出器)を

一つのユニットとして取 り替えることができると

いう特徴をもっています。

Oテクスチュロメーター

テクスチュロメーターは、食品の硬さ、粘 り、凝

集性、もろさ、こしの強さ等そしゃく中に感じる物

理的諸特性 (テ クスチャー)を客観的な測定値 とし

て求める装置であり、図に示すように、人間の口腔

をモデル化したプランジャーを上下させ、試料を

圧縮するときの荷重の変化を記録するものです。

食品のおいしさは、甘味、酸味等の味覚成分だ

けで決まるものではなく、テクスチャーも重要な

要素となっています。たとえば、こしのないうど

ん、粘 りけのないごはんは、おいしいとは言えま

せん。そこで、好ましいテクスチャーをもってい

る食品の特性を客観的な数値で知ることは、加工

食品の品質向上にとって非常に重要なことです。

〔(仮称)科学技術振興プラザ開催計画〕

近年におけるわが国の科学技術の進展はめざま

しく、なかでもマイクロエレクトロニクス、新素

材、バイオテクノロジー等先端技術の進展は他に

例をみないほどであります。

このような状況にあって本県中小企業がこれら

の進展に対応していくには産 。官 。学連携による

技術開発、高度技術者の養成、最新技術情報の収

集整備等が緊急の課題 となっています。

こうしたことから工業技術センターの開所一周

年を記念し、産官学の交流機会を創出するととも

に、科学技術の啓発普及を図り、県内中小企業に

検  出 器 :FID(水 素炎、イオン化検出器)

FPD(炎 光光度検出器)

温 度 範 囲 :室温～399° c

温度プログラム:昇温速度 0～ 400° c/分、プログラム段数

5段

測 定 範 囲 :常用 最高 30 kg

そしゃくスピード:6回 /分、 12回 /分

検出素子

おける技術開発力の向上と新しい近代工業立県の

形成に寄与するため (仮称)科学技術振興プラザ

を次のとおり開催の予定です。なお、日程、内容

等についての詳細については一部変更することも

ありますので御了承下さい。

期 日  昭和 61年 10月 中旬

場 所  工業技術センター

内 容 O科学技術シンポジウム

○科学技術記念講演会

○工業技術センターー般公開

〇その他

↑↓
|]]堅,プ

ランジャ
図

皿

試 料
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センターニュース

〔技術普及講習会開催〕

企業の技術開発力を向上するとともに、工業技術センター設備機器の利用促進を図るため、技術普及講

習会を次のとおり開催します。

■鱒
― 1考

EMC
シュミレータ

10名
電子機器の耐ノイズ性試験

規格 (JEC)等 の/Tズ試験

EMCの 取扱い
9月 25日ノ イ ズ 測 定 技 術

初心者対象
測定原理
測定プログラム法

取扱実習
5名10月 日

日

初級
二次元形状測定技術

(M100)
5名

は

ιこr)し ゝ

て
者

あ る

一死
機

次

定
一二
測

5名

測定プログラム法
複雑な形状測定法

取扱実習

中級
二次元形状測定技術

(M550)

り

機
じ
験

ね
試

じ

じ

ね

ね
試験の必要′陛
試験法

取扱実習
10名10月 21日ね じ り 試 験 技 術

度

機
円
定

真

測5名
真円度 とは何か

測定原理

取扱実習
11月 18日真 円 度 測 定 技 術

表面粗 さ

測 定 機

表面粗 さとは何か

測定原理

取扱実習
5名12月 16日表 面 精 度 測 定 技 術

波

機

立口
一疸笏

超

探
20名

超音波探傷法の原理

機器の基本取 り扱い方法

基本的探傷の実習

9月 30日
10月 1日
10月 2日

超 音 波 探 傷 技 術

インストロン型

万能試験機

測定原理
引張。圧縮・曲げ試験

恒温槽 を用いた引張試験
5名材 料 強 度 測 定 技 術

フーリェ変換

赤夕隣光光度計
5名

測定原理

試料測定実習
FT― IR利 用 技 術

解

置

像

装

画

析

測定原理
2値化像 による面積周辺

長・最大長等の測定
5名

8月下旬頃

画 像 解 析 技 術

析

置
分熱

装5名
測定原理
示差熱測定、熱膨張測定

示差走査熱量測定
熱 分 析 技 術

回
置

線

装
Ｘ
析

10名
測定原理
定性分析
結晶構造

624F

l月 下旬

10時～ 17時

結 晶構 造 解 析 技 術

〇定員にな り次第 〆切 ります。ただし、申込者多数の場合 は 1企業 1名 とすることがあ ります。

〇申し込みには企業主の推せん状が必要です。

○申し込み、お問合せは工業技術センター (T E L0775-58-1500)ま で

〔人事異動〕

昭和 61年 4月 1日 付の県の定期異動に伴い次

の者に異動がありました。今後 ともよろしくお願

い致します。

次   長 岸本正一 (造林公社)

技術第一科

科   長 斉田雄介 (同科専門員)

電子応用係長 井上嘉明 (京都大学工学部助手)     岸 本 エ ー   井 上 嘉 明

技術第二科                   転 出

工業材料係技師 井上栄― (新規採用)        次   長 木下信彦 (議会事務局)

-11-
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用 話 解 説

国際単位系 (SI)・…。・PART 2
従来単位からSI単位への換算方法

前回SI単位の基礎概念や種類の説明を行ないました。今回は、今まで使われていた SI単位以外の単位

(例、MKS単位係 etc.)を SI単位へ換算する方法について解説します。

換算は、(SI単位による数値)=(換算率)× (従来単位による数値)― (1)

という式で、下記に示す換算率を用いて機械的に求めることができます。

例)l mmHg⇒ 101325/760× 1⇒ 133.3 Pa

・換 算 率 表 (従来→SI)

Oe磁界の強さ 103/4πA/m

10~9

10-4
T

Gs

γ磁 束密度

WbWIx磁   束 10-8

rad吸収線量 10-2Gy

R照射線量 2.58× 10~4c/kg

放 射 能 3.7× 1010BqCi

m2/s
St

cSt

動 粘 度 10-4

10-6

粘   度 10~1

10-3

9.80665

Paos

P

CP

kgfos/1n2

W
PS

kgfOm/s

仕 事 率 穴し735.5

9.80665

erg

CahT

kgf・ 1■

kW・ h

PSh

eV

エ ネル ギ 10-7

4.1868

9.80665

3,600× 106

鴬2.64779X106

鴬160219X10°

Ｔ
Ｊ

Pa

kgf/cm2

mH20

mmHg

Torr

atm

bar

圧   力 9.80665X104

9806.65

101325/760

101325/760

101325

105

kgf/mm2応   力 9.80665X106Pa

9.80665

10-5
N

ｇｆ

　

ｙｎ

ｋ

　

ｄ

力

9.80665m/s2G加 速 度

S~1rpm回 転 数 1/60

S~1周 波 数 Hz

速   さ 1852/3600m/sKn(ノット)

kg

(原子質量単位)

u質   量 久し1.66057

×10-27

長   さ 10~10

0.025399
m

A
inch

rad

角   度 7r/180

π/10,800

π/64,800

また、温度に関するSI単位である絶対温度(K)

への換算も次の様な式で求まります。

(絶対温度)=(セルシウス度 (℃ ))+273.15-12)

なお、セルシウス度と、華氏度 (°F)の換算につ

いては、                '

(華氏度)=(9× (セルシウス度)+160)/5-13)

(セルシウス度)=(5× (華氏度)-160)/9-(4)

によって換算します。

最後に、SI単位から従来単位への換算につい

ては、(1)式 より、

(従来単位による数値)=(換算率)1× (SI単位に

よる数値)一 15)

によって可能であることがわかります。

詳細は、JIS Z 8203を 参照して下さい。

参考文献

機械工学 SIマニュアル 日本機械学会
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今、地方でデザインが、さわがしい
一― 地方デザイン交流会議

′86福山から 一―

通商産業省のデザイン政策の一環 として実施し

ている、中小企業デザイン高度化政策 (地場産業

デザイン高度化特定事業)が地域に密着し、その

実績を上げて来たと同時に、ユーザー・ニーズも

必要だから買う時代から、デザインによって「も

の」を総合的に選別する時代となり、本物の世界

が広がつて来たせいでもあります。

なぜ地方なのか、地方と言う概念の捕らまえか

たが、いろいろ取沙汰されていますが、今回は、

｀
多様化した、価値感をもった人達の知的集団、

と標し、その発想の原点を地理的条件から離れ、

地域レベルでのデザイン振興の有 り方を考え、地

方と地方が文化的、経済的に自立を確立し、ネッ

トワークを組んで行 くところに、情報化社会にお

ける、地域間交流、ひいては国際化への飛躍があ

るとしています。

〈地方デザイン交流会議'86福 山〉に参画

広島市と岡山市に換まれた、一地方都市で 300

名強の人達が集つた事は、地方に対する意識レベ

ルの高まりと、何より福山市自身がデザイン情報

の発信元になろうとする努力の表われだと思われ

ます。この会議の「地方デザインの自立……そし

てネットワークヘ /」 をテーマとして、まず高橋

憲行氏が ｀
高度情報社会の地場産業 と地方デザイ

ン″
と題して、基調報告がなされ、 1-歴史的局

面から、①工業社会から情報社会への移行、②エ

ントロピー的世界観と資源問題、③地方の時代も

含めた自立と多極化社会への移行、 2-地方の時

代、都市と地方、都市と地域を超え、世界と個人

を結び合い、地域的ハンディーは薄まって来てい

る時代にあって、地方は一体何をなすべきなの

か? 3-地域経営の4つ の視点、①アイデンテ

ィティとして、魅力ある地域、②情報や知識、そ

して感性にみがかれた表現を発信する、ヒューマ

ンウェア機能の形成、③ソフトウェア、ハードウ

ェアの整備、かつての列島改造的な形ではなく、

市民や行政、そして産業が一体となった運動のな

かで、魅力ある街並の形成がある……と問題提起

地方耕 ン交流会議86福山
期  日 1986年 5月 22日 け0・ 23日 (a

522?3

■基本テーマ

■基 調 報 告

地 方 デザインの 自立

ニューメデ ィア (高 度 情 報 化 )時代 の

地 場 産 業 と地 方 デザイン

1.地 場 産 業 デザインの課 題

2.地方 のデザイン環 境 の整 備

3地 方 デザイン・ビジネスの確 立

アンケート調 査 と特 身り出版

DESIGN福 山展

地 方 デザインの新 次 元 展

■分 科 会

■ 関 連 事 業

がなされました。

それを受けて次の 3分科会に別れ討論に入りま

した。

それぞれのセクシヨンで参加者の発言もまじえ

活発な議論がたたかわされ、白熱化したなかで、

当然の如 く時間切れもいいとこで、交流パーティ

ーヘと人は流れました。

2日 目は分科会報告の後、日本大学講師で都市

計画尊攻の望月照彦氏の記念講演 地`方中小都市

の新ビジョン論
″と題して、約1時間に亘り、 7

つのポイントに的をしばり話されました。

1-地域に新しいデザインの時代が来た、世紀末

の大きな動きのある時代、デザインがリードし

て新しい産業社会が出来る。デザインコンセプ

トがなくして、産業、行政はありえない6

2-中小都市のコンセプトがない。ヨーロッパ・

ルネッサンスでは、フィレンツェやベネチアが

芸術都市を変え、近代デザイン運動も地方から

一- 13 -―



L

第3分科会 …………・④

「地方デザイン・ビジネスの確立」「地場産業デザインの課題」
モデレーター

・宇佐波徳美
プレゼンテーター
。今川量夫

・影山和則

・ 川崎和男

各プレゼンテーターによる活動
事例の紹介と、討論を通じて、今
後の地方におけるデザイン振興
活動の新しい視点を、模索した
いと考えます。
地場産業が再活性化し、生き残
っていくための課題や、地域の

産業に貢献しうるデザインに求
められる新たな能力といった面
について、日常の具体的な活動
をお、まえての多面的な議論

起きていることが多い。

3-デザインの環境、知的環境を作る。地域の中

にイノベータが沢山居る。

4-宣言、地方デザイン振興には、デザイン共和

制を作 り、テクノポリスを超え、デザインポリ

スを創る。

5-21世紀のコンセプトをはっきりさせる。

①デザインコンベンションシティー

②デザインビジネス、生活を生み出して行くシ

ティー、シーズはテクノロジーがある。

③デザイン、リンゲージ (輪)シティー

6-地域デザイナーの資質

①産業・文化・経済をコーディネイト出来る人

②イノベータであること、特に行政には前例の

ないことを出来る人、古いパラダイムを破し、

新しいパラダイムを創る。

7-ネ ットワークばかにならない。

①フットワーク、個人が自立していること。

②ネットワーク“・があり、

③パッチワーク、一つの網目で囲まれたものを

自立する。

中堅都市の 〈ハイコンプレックス・ シティー〉

化、地方でそれらの中小都市が連鎖していくこと、

すなわち 〈リンゲージ・ シティーゾーン〉の確立

および中小都市連鎖を町や村にまで広げてい く

〈ネットワーク・ リージョン〉の成立ということ

「地方のデザイン環境の整備」
モデレーター

・西野正毅

ル ゼンテーター

・ 丸 山茂樹

・ 山屋 恵正

・ 吉 田幹 男

情報格差の解消、人材の確保、知

的文化的な居住環境の整備、創

造陛を育てる生活環境の形成等、

地方にあってデザイン1舌 動を展開

するために整備が望まれる課題

は、デザインにとってだけの問題

なのではなく、地方地域の産業・

経済・文化等すべての自立への

共通の課題であると考えます。

地域の産業、デザイン、行政等の

立場からの活発な議論

第 1分科会…………。① 第 2分科会 …②
‐

モデレーター

・ 堀 内美貞

プレゼンテーター

・ 勝部忠正

・ 寒川登

・ 多田愛実

新しい産業構造、諸パラダイムの

変換期にあって、地方での潮
ンビジネスカヽ 地域の企業経済や

文化行政に対k、 発言辮 指導

力を持ちながら、真に貢献できZた

め口よ、新しい能力や戦略が必要

だと考えま丸

情報社会の新技術、ソフトテタ ロ

ジーとして、地方のデ嘴 ンビジネ

スが成長、発展するための要件や

解決課題についての議論

であつて、中珂 イよ の問題だけでは

なく、21世紀の地球社会を支えるテーマでありま

す。そしてこの地方デザイン交流会議を通じて、

「地域創造」のためのデザイン・ エスキースが生

まれる。地方デザインの最大の課題は 〈地域〉自

体を戦略的にデザインすることである……と結ば

れました。

なお最後に非常に感性度の高い会議でありなが

ら、女性のパネリス トが一人もなく、また参加者

の中にも女性が少なかったことが大変残念であり

ます。女性は非常に感性に鋭 く、これからは女性

を抜きにしてこれらの会議は成立しないと一言付

け加えられました。

参考一参加者 305名、内公的機関関係者県内 55

名、県外 22名、デザイナー・教育者 50名 であり、

全般的に企業経営者の参加が目立ちました。

(記 :工業技術センターデザイン係 平澤 逸)

参考資料・会議配布資料   高橋 憲行著「企画会社」

女第ズ考,―

!よ ウレンと
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h NOWLEDGE
知識

UTPUT
成果

②
成
形
法
、
③
成
形
機
、
④
金
型
、
⑤
射
出
成
形
法

の
理
論
的
考
察
、
⑥
射
出
成
形
の
問
題
点
と
不
良
対

策
…
…
等
を
内
容
と
し
た
も
の
で
す
が
、
詳
細
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
は
技
術
研
修
専
門
部
会
で
決
定
し
、
各

企
業
あ
て
御
案
内
い
た
し
ま
す
。

技
術
開
発
の
成
否
は

特
許
情
報
か
ら

特
許
制
度
は
発
明
の
内
容
を
公
衆
に
公
開
す
る
こ

と
を
条
件
に
、　
一
定
期
間
そ
の
発
明
を
独
占
的
に
実

施
す
る
権
利
を
与
え
、
法
律
で
こ
れ
を
保
護
し
よ
う

と
す
る
制
度
で
す
ｏ

企
業
は
大
き
な
研
究
投
資
と
研
究
者
の
不
眠
の
努

力
の
末
に
発
明
を
完
成
で
き
る
の
で
す
が
、
そ
の
成

果
は
特
許
出
願
を
し
、
権
利
化
で
き
て
は
じ
め
て
、

独
占
ま
た
は
寡
占
利
益
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
利
益
を
得
る
た
め
に
は
、
膨

大
な
特
許
の
中
か
ら
自
社
に
必
要
な
情
報
を
効
率
よ

く
収
集
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

工
業
技
術
振
興
協
会
で
は
短
時
間
に
目
的
の
特
許

情
報
を
検
索
お
よ
び
照
会
の
で
き
る
シ
ス
テ
ム
、
Ｐ

Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
の
端
末
装
置
を
設
置
し
、
企
業
の
皆

様
の
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

工
場
に
お
け
る
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
無
料
診
断
指
導
実
施

の
ご
案
内

我
が
国
で
は
、
三
度
に
わ
た
る
石
油
危
機
を
官
民

一
体
と
な
っ
た
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
り
克
服
し
、

先
進
国
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
達
成

す
る
に
至
り
ま
し
た
が
、
最
近
の
石
油
需
給
は
緩
和

基
調
で
推
移
し
、
石
油
価
格
も
低
迷
を
続
け
て
い
ま

す
。し

か
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
殆
ど
全
て
を
海
外
に
依

存
し
て
い
る
我
が
国
に
お
い
て
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
永
遠
の
課
題
で
あ
り
、
む
し
ろ
需
給
緩
和
期
に
あ

る
今
こ
そ
、
よ
り

一
層
中
長
期
的
視
野
に
立
っ
て
推

進
さ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
重
点
は
単
な
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
か
ら
、　
一
歩
進
ん
で

″
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
有
効
活
用
″
を
如
何
に
し
て
図
る
か
と
い
う

点
に
移

っ
て
き
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

加
え
て
最
近
急
激
に
円
高
が
進
行
し
て
、
そ
の
影

響
は
集
中
的
に
中
小
企
業
を
直
撃
し
て
お
り
、
こ
れ

を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
更
に
コ
ス
ト
を
低
減
し
、

よ
り

一
層
体
質
の
改
善
と
市
場
競
争
力
の
強
化
を
図

ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
観
点
か
ら
も

″
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
有
効
活
用
″
は
、
極
め
て
切
実
か
つ
緊
急
を

要
す
る
テ
ー
マ
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の

″
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
″
と

い
う
テ
ー
マ
ヘ
の
取
り
組
み
の
お
手
伝
い
を
致
す
べ

く
、
働
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、

エ
ネ
ル
ギ

ー
使
用
合
理
化
の
た
め
の
診
断
指
導
を
無
料
で
実
施

し
て
お
り
、
経
験
豊
富
な
診
断
指
導
員
が
工
場

。
事

業
場
に
出
向
い
て
的
確
に
現
状
を
調
査

。
把
握
し
、

そ
の
上
で
回
頭
及
び
書
面
で
道
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

さ
せ
て
い
た
ゞ
き
ま
す
。

是
非
当
セ
ン
タ
ー
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断
指
導
を

受
診
い
た
ゞ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

一
、
対
象
企
業

資
本
金

一
億
円
以
下
、
も
し
く
は
従
業
員
三
〇

〇
名
以
下
の
工
場

・
事
業
場

二
、
診
断
費
用

全
額
無
料

三
、
診
断
指
導
実
施
要
領

ω
　
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断
項
目

①
工
場
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
面

②

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
管
理
面

③

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
生

・
使
用
の
管
理
面

④
そ
の
他
受
診
工
場
が
特
に
希
望
す
る
項
目

働
　
電
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断
項
目

①
電
力
管
理

②
設
備
管
理

③
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理

④
そ
の
他
受
診
工
場
が
特
に
希
望
す
る
項
目

四
、
申
し
込
み
方
法

電
話
又
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
下
記

へ
ご
連
絡
下

さ
い
。
折
り
返
し
申
込
書
類

一
式
を
お
送
り
致
し

ま
す
。

〒
剛
　
大
阪
市
北
区
西
天
満
４
丁
目
８
番
１７
号

宇
治
電
ビ
ル
３
階

働
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
　
近
畿
支
部

電
　
話

（〇
六
）
三
六
四
引
八
九
六
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

（〇
六
）
三
六
五
十
八
九
九
〇

一 Ⅸ 一
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TYNC

め
、
金
属
系
、
非
金
属
系
と
対
象
を
絞
り
込
ん

だ
内
容
の
研
修
も
希
望
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

休
憩
時
間
中
は
講
師
の
先
生
と
同
室
で
あ
れ
ば

対
話
の
場
と
し
て
良
い
の
で
は
／
　
と
感
じ
ま

一　
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

以
上
の
外
、
た
く
さ
ん
の
御
意
見
、
御
要
望
が
あ

り
ま
し
た
が
、
研
修
目
標
を
ど
こ
に
定
め
る
か
が
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
上
、
最
も
頭
を
悩
ま
す
と
こ
ろ
で

す
。
す
な
わ
ち
、
①
技
術
水
準
を
ど
の
程
度
に
す
る

か
？
　
②
分
野
は
ど
れ
位
の
範
囲
を
？
　
③
各
課
目

の
つ
な
が
り
は
？
　
④
基
礎
か
ら
応
用
、
さ
ら
に
は

先
端
技
術
ま
で
の
流
れ
は
？
　
⑤
総
時
間
数
は
？

⑥
情
報
交
換
の
場
は
？
…
…
等
々
、
多
く
の
問
題
が

あ
り
ま
す
。

受
講
者
の
研
修
動
機
も
ま
ち
ま
ち
の
上
、
技
術
レ

ベ
ル
も
必
ず
し
も

一
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
な
る
べ

く
皆
様
の
御
期
待
に
添
え
る
べ
く
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
定

め
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
の
で
今
後
共
よ
ろ
し

く
御
協
力
下
さ
い
。

●
第
７

●
８
期
技
術
研
修
は
広
域
展
開
第
１
弾
と
も

い
う
べ
き
他
地
域
で
の
実
施
で
す
。
「技
術
管
理
者
の

た
め
の
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
」
を
、
彦
根
地
域
、
長
浜

地
域
で
開
催
し
ま
し
た
が
、
こ
の
研
修
の
ね
ら
い
は
、

管
理
者
の
地
位
に
あ
る
方
々
が
部
下
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
業
務
に
対
し
、
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
、
的

確
な
指
針
を
示
せ
る
よ
う
な
技
術
を
身
に
つ
け
て
も

ら
う
こ
と
で
す
。
募
集
の
期
間
が
５
月
の
連
体
を
含

ん
だ
関
係
で
定
員
に
満
た
な
い
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

参
加
さ
れ
た
方
は
キ
ー
ボ
ー
ド
と
に
ら
め
っ
こ
し
て

熱
心
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
日
常

的
に
勉
強
の
時
間
が
な
か
な
か
見
つ
け
だ
せ
な
い
管

理
者
の
方
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座
と
し
て

「久
し
ぶ

り
の
頭
の
体
操
」
と
御
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
（彦
根
地
域
は
六
月
十
二
日
修
了
、
長
浜
地
域

は
七
月
二
十

一
日
修
了
予
定
）

ｏ
第
９
期
技
術
研
修

　

「精
密
機
器
用
金
属
材
料
の

熱
処
理
技
術
コ
ー
ス
」
は
人
気
上
々
で
募
集
期
間
の

半
ば
で
定
員
に
達
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
せ
っ
か

く
勉
強
し
よ
う
と
申
し
込
ま
れ
た
方
に
対
し
、
不
本

意
な
が
ら
お
断
り
し
た
面
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の

欄
を
お
借
り
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
滋
賀
県

下
に
お
い
て
は
、
熱
処
理
を
業
と
す
る
企
業
が
他
府

県
に
比
べ
て
極
端
に
少
な
い
た
め
、
現
在
で
も
大
半

は
大
阪
や
名
古
屋
方
面

へ
外
注
さ
れ
て
い
る
状
況
で

す
。精

密
化
、
軽
薄
短
小
化

へ
と
製
品
が
指
向
す
る
中

で
、
工
業
材
料
の
中
心
と
し
て
の
金
属
材
料
も

″熱

処
理
に
よ
る
材
料
改
革
″
と
い
う
面
か
ら
今

一
度
見

直
す
必
要
が
生
じ
て
参
り
ま
し
た
。
金
属
材
料
と
熱

処
理
技
術
と
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
特
に
設
計

や
開
発
に
携
わ
る
方
の
必
須
要
件
で
し
ょ
う
。

こ
の
研
修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
は
、
基
礎
理
論

編
、
応
用
技
術
編
、
先
端
技
術
編
と
内
容
を
つ
な
げ
、

技
術
対
策
編
で
日
常
業
務
の
疑
間
に
応
え
る
と
い
う

も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
見
聞
を
広
げ
る
工
場
見
学
も

セ
ッ
ト
し
、
か
な
り
実
務
的
要
素
を
加
味
し
た
編
成

で
あ
っ
た
た
め
か
、
受
講
生
の
方
も
終
始
熱
心
に
聴

講
さ
れ
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
活
発
な
質
疑
応

答
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
収
穫
と
な
り
ま
し

た
。系

統
立
て
た

〈熱
処
理
技
術
〉
を
テ
ー
マ
と
し
た

研
修
は
、
お
そ
ら
く
県
内
で
初
め
て
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
こ
の
研
修
を
希
望
じ
な
が
ら
受
講
で
き
な
か
っ

た
方
も
含
め
て
近
い
将
来
、
再
度
企
画
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
第
１０
期
技
術
研
修
は
８
月
に
開
催
予
定
の

「プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
成
形
加
工
技
術
コ
ー
ス
」
で
す
。
今
回
は

射
出
成
形
技
術
に
照
準
を
合
わ
せ
、
①
成
形
材
料
、

一 Ⅷ 一



お
互
い
が
密
接
な
連
携
の
も
と
に

〈
明
日
へ
の
技
術

開
発
〉
を
目
指
し
て
、
企
業
間
の
交
流
を

一
層
促
進

さ
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ｏ
役
員
紹
介

（順
不
同

・
敬
称
略
）

ヵ
ォ
ス
６０

　

（会
員
数
…
…
１６
企
業
）

昭
和
６‐
年
度
滋
賀
県
技
術
交
流
プ
ラ
ザ

（会
員
数
…
…
２４
企
業
）

県
内
企
業
の
工
業
技
術
水
準
の
向
上
を
目
指
す
技

術
研
修
は
、昨
年
度
の
５
コ
ー
、ス
に
引
送
続
き
、
第
６

期
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
テ

ク
ノ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
第
２
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
１０
コ
ー
ス
を
予
定
し
、
順
次
募
集
い
た
し
ま
す
。

●
第
６
期
技
術
研
修
は
「新
素
材
利
用
技
術
コ
ー
ス
」

で
・８
名
の
方
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
金
属

系
の
新
素
材
、
す
な
わ
ち
形
状
記
憶
合
金
や
超
電
導

合
金
の
材
料
特
性
や
機
能
材
料

へ
の
利
用
、
セ
ラ
ミ

ッ
ク
材
料
の
応
用
、
高
分
子
材
料
の
特
性
と
将
来
展

望
等
が
中
心
で
し
た
。
ま
た
講
座
の
中
に
材
料
開
発

を
め
ぐ
る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
情
報
交

換
の
場
で
あ
る
ギ
プ

・
ア
ン
ド

・
ギ
プ
ン
を
取
り
入

れ
た
こ
と
も
総
じ
て
好
評
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
試
験
機
器
を
用

い
た
実
習
も
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
グ
ル
ー
プ
別
の
小

人
数
を
対
象
に
し
た
た
め
理
解
し
易
か
っ
た
と
喜
ば

れ
た
よ
う
で
す
。

次
に
、
参
加
さ
れ
た
方
の
感
想
文
を
掲
載
し
ま
す
。

Ｋ

・
Ｚ
氏

（プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
関
連
企
業
）

分
野
的
に
異
な
っ
た
面
が
多
く
、
日
頃
ト
ピ

ッ
ク
ス
的
に
し
か
得
て
い
な
か
っ
た
知
識
が
、

各
分
野
に
つ
い
て
権
威
あ
る
先
生
方
の
説
明
を

受
け
る
こ
と
で
相
対
的
に
理
解
で
き
ま
し
た
。

内
容
は
開
発
の
最
先
端
に
及
び
、
材
料
特
性
の

み
で
な
く
応
用
展
開
例
、
製
造
法
開
発
上
の
苦

労
、
実
用
化
度
や
信
頼
性
の
問
題
等
、
興
味
深

く
聴
け
ま
し
た
。

Ｍ

・
Ｉ
氏

（電
気
機
器
関
連
企
業
）

今
回
の
研
修
は
仕
事
の
都
合
で
欠
席
し
た
日

も
あ
り
ま
し
た
が
、
内
容
的
に
は
各
分
野
の
専

門
の
方
に
よ
る
詳
し
い
説
明
に
よ
り
大
変
分
り

易
い
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
社
か
ら
参
加

さ
れ
た
研
修
生
の
方
と
も
親
睦
を
深
め
る
こ
と

も
で
き
、
今
後
の
他
方
面
に
お
け
る
情
報
交
換

も
可
能
に
な
っ
た
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

Ｙ

・
Ｇ
氏

（金
属
関
連
企
業
）

本
研
修
に
お
い
て
は
、
新
素
材
に
関
し
て
の

幅
広
い
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
非
常
に
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
全
般
的
に
す
ぎ
た
た

一 Ⅶ 一

新
光
工
業
い

い
比
叡
ゆ
ば
本
舗
ゆ
ば
八

い
中
戸
研
究
所

椿
本
メ
イ
フ
ラ
ン
い

木
村
機
械
建
設
工
業
い

白
井
松
新
薬
い

湖
国
精
工
い

西
居

八
木

井
狩

柴
田

坪
田

江
隅

磯
田

庄
蔵

憲

一

雅
道

聖
也裕

親
司

真
治

代
表
幹
事

副
代
表
幹
事

幹

　

事

幹

　

事

幹

　

事

幹

　

事

幹

　

事

山
科
精
器
い
本
社
工
場

仰
石
山
製
作
所

ア
ル
メ
タ

ッ
ク
ス
仰
栗
東
工
場

甲

西

高

周

波

工

業

ス
タ
ー
ラ
イ
ト
エ
業
仰
研
究
所

０
創
研

い
武
田
製
作
所
関
西
工
場

日
本
ジ

ョ
ン
・
ク
レ
ー
ン
い
栗
東
工
場

加 若 松 木 近 澤 松 池
藤 林 下 村 藤 田 田 田

和 敏 純  真  和
男 雄 二 猛 琴 清 雄 肇

代
表
幹
事

副
代
表
幹
事

幹

　

、事

幹

　

事

幹

　

事

幹

　

事

幹

　

事

幹

　

事
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こ
れ
か
ら
も
、
新
規
性
、
話
題
性
の
あ
る
テ
ー
▼

を
中
心
に
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆

様
方
の
御
希
望
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

第
８
回
　
７
月
１７
日
い

「パ
ト
リ
ス
説
明
会
」
（後
援
）

―
―
パ
ト
リ
ス
情
報
の
検
索
実
演
―
―

働
滋
賀
県
工
業
技
術
振
興
協
会
に
よ
る
異
業
種
交

流
も
二
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年
度
は
数
多
く
の

例
会
や
工
場
見
学
あ
る
い
は
企
業
紹
介
等
を
実
施
し

ま
し
た
が
、
会
を
重
ね
る
た
び
に
相
互
の
信
頼
度
が

醸
成
さ
れ
、
か
な
り
奥
深
い
論
議
に
ま
で
発
展
す
る

に
至
り
ま
し
た
。
後
半
に
は
、
技
術
的
な
課
題
別
に

二
つ
の
分
科
会
が
発
足
し
、
い
よ
い
よ
具
体
的
な
テ

ー
マ
に
よ
る
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。

二
年
目
に
あ
た
る
本
年
度
か
ら
は
、
名
称
も
新
た

に

「カ
オ
ス
６０
」
と
し
て
今
ま
で
培

っ
た
交
流
の
実

績
を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
方
、
公
募
に
よ
る
新
規
グ
ル
ー
プ
も

「昭
和
６‐

年
度
滋
賀
県
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
」
の
名
の
も
と
に
同

時
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
す
で
に
役
員
の
選
出
も

終
え
、
年
間
事
業
計
画
も
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
五
月

二
十
三
日
の
発
会
式
で
は
、
助
言
者

・
新
庄
秀
光
氏

の

「異
業
種
交
流
＝
成
功
と
失
敗
の
岐
れ
目
」
と
い

う
話
を
聞
き
、
今
後
の
運
営
の
指
針
と
な
る
べ
き
も

の
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

異
業
種
交
流
と
い
う
言
葉
は
、
今
や
流
行
語
と
な

り
ま
し
た
が
、　
一
人

一
人
が
そ
の
本
分
を
見
極
め
、

功
を
急
が
ず
、
地
道
な
活
動
の
中
か
ら
積
み
上
げ
て

い
く
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
日
々
の

努
力
が
結
果
と
し
て
成
功

へ
導
く
早
道
で
は
な
い
か

と
い
う
気
が
し
ま
す
。

と
に
か
く
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
出
発
し
ま
し
た
。

先
輩
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
「
カ
オ
ス
６０
Ｌ
、
新
し
い
グ
ル

ー
プ
の

「昭
和
６．
年
度
滋
賀
県
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
」
、

●
最
近
実
施
し
た
科
学
技
術
セ
ミ
ナ
ー

第
６
回
　
５
月
１７
日
ω

「
フ
ア
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
　
一
一題
」

①

「
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
産
業
の
現
状
と
将

来
展
望
に
つ
い
て
」

働
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
セ
ン
タ
ー

部
長

元
日
本
碍
子
い
化
工
機
事
業
部
次
長

岡
田
　
芳
之
　
氏

②

「
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
成
形
技
術
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
―
―
射
出
成
形
を
中
心
と
し

て
―
―
―
」京

都
市
工
業
試
験
場

研
究
主
幹

工
学
博
士
　
斎
藤
　
勝
義
　
氏

第
７
回
　
６
月
６
日
③

「技
術
開
発
と
情
報
活
用
」

①

「
α
１
７
０
０
０
の
開
発
に
お
け
る
情
報
戦
略

に

つ
い
て
」

ミ
ノ
ル
タ
カ
メ
ラ
い

常
務
取
締
役
研
究
開
発
副
本
部
長

吉
山
　
一
郎
　
氏

②

「
テ
ク
ノ
マ
ー
ト
の
目
的
と
情
報
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
」
＝
端
末
機
の
実
演
を
介
し
て
＝

働
日
本
テ
ク
ノ
マ
ー
ト

大
阪
副
本
部

―
―

新

・
旧
グ
ル
ー
プ
相
携
え
て

〇

一
一

ヒ
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●
常
に
新
規
性
の
あ
る
も

の
を幅

広
い
技
術
の
展
望
と

将
来
的
利
用
を
探
る
た
め

に
開
催
し
て
い
る

「科
学

持
術
セ
ミ
ナ
ー
」
は
毎
回

好
評
を
得
て
い
ま
す
。
内

容
は
広
範
囲
の
分
野
を
網

羅
し
た
も
の
か
ら
、　
一
部

門
に
特
化
し
深
く
掘
り
下

げ
た
も
の
ま
で
多
種
多
様

の
展
開
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
最
先
端
技

術
情
報
か
ら
実
用
的
課
題

ま
で
取
り
上
げ
、

１０
テ
ー

マ
程
度
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
す
で
に
、
年

度
当
初
の
５
月
１７
日
に
は

新
し
い
材
料
と
し
て
注
目

れ
て
い
る

″
フ
ァ
イ
ン

セ
ラ
ミ

ッ
ク

ス
″

を
、

そ

し
て
６
月
６
日
に
は

″
テ
ク
ノ
マ
ー
ト
関
連
の
情
報

シ
ス
テ
ム
″
を
御
紹
介
し
多
数
の
聴
講
者
か
ら
賛
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
技
術
開
発
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
特

許
関
係
の
情
報

″
パ
ト
リ
ス
″
（榊
発
明
協
会
主
催
）

に
つ
い
て
、
７
月
１７
日
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
″
テ
ク

ノ
マ
ー
ト
気

″
パ
ト
リ
ス
″
い
ず
れ
も
情
報
端
末
機

を
利
用
し
た
実
演
を
含
め
た
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
目
標
と
内
容
の
充
実

昨
年
度
を
含
め
て
現
在
ま
で
、
７

回
の
科
学
技
術
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
が
、
そ
の
う
ち
講
師
が
１
名

で
あ
っ
た
の
は
当
初
の
２
回
の
み
で
、

他
の
５
回
に
つ
い
て
は
全
て
２
名
講

師
制
と
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、

同
様
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
て
も
講
師
に

よ
り
見
方

・
考
え
方
が
相
違
す
る
こ

と
と
、
講
師
自
身
が
良
い
意
味
で
触

が
あ
る
か
ら
で
す
。
す
な
わ
ち
、

〈
将
来
展
望
論
＝
現
実
課
題

ムリ
、
〈
理
論
先
行
論
＝
実
践
処

理
論
〉
、
〈
全
分
野
論
＝
分
野
特

化
論
〉
な
ど
相
対
す
る
視
点
か

ら
の
講
義
を
受
け
る
こ
と
で
、

よ
り
内
容
が
身
に
つ
く
と
思
わ

れ
る
か
ら
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

講
師
の
選
び
方
も
、
学
術
型
と

実
務
型
と
い
っ
た
よ
う
な
組
合

せ
を
と
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
全
て
が
こ
れ
で
良

い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
同
じ

講
師
の
話
を
じ
っ
く
り
聞
き
た
い
と
い
う
声
が
あ
る

こ
と
も
事
実
で
す
。
そ
う
し
た
御
要
望
に
も
応
え
る

べ
く
今
後
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

発
さ
れ
話
に
熱
が
入
る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
は
、
聴

講
者
も
気
分
転
換
が
で
き
、
聞
き
易
く
な
る
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

以
上
は
外
面
的

な
も
の
で
す
が
、

協
会
セ
ミ
ナ
ー
と

し
て
の
真
の
ね
ら

い
は
別
の
観
点
に

あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
講
師
２
名
制

を
敷
く
こ
と
で
技

術
的
な
展
望
の
把

握
と
内
容
の
充
実

が
図
れ
る
の
で
は

…
…
と
い
う
期
待

テ
ク
ノ

マ
■
＋

　
　
　

　
　

・　
　
　
　
　
一
一
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

擁
術
交
流
、
技
術
移
転
な
ど
を
円‐
滑
に
進
み
な
た
め
の
場
と
し
て
創
設
さ
れ
た
技

術
取
引
の
た
め
の
仲
介
十
雑
旋
テ
た
ォ
ォ
。
財
酢
本
テ
ク
フ
マ
ー
ト
に
よ
り
全
国
各

地
域
に
お
い
て
、
独
自
に
創
造
的
な
自
主
技
術
開
発
を
促
進
す
る
基
盤
を
整
備
す
る

こ
と
に
あ
る
。
テ
ク
ノ
マ
ー
ト
で
は
主
と
し
て
工
業
所
有
権
情
報
、
新
製
品
開
発
情

報
、
共
同
研
究
開
発
パ
ー
ト
ナ
ー
情
報
を
本
部
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
登
録
し
、
オ
ン

ラ
イ
ン
・
サ
ト
ビ
ス‐
に
よ

，
情
報
の
提
供
者
と
利
用
者
を
結
び
つ
け
る
シ
ス
テ
ム
を

用
い
る
。
今
後
五
年
間
程
度
で
全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
将
来
は
世
界

的
ス
ケ
ー
ル
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
目
指
し
て
い
る
。

令
鶴
現
代
用
語
の
基
礎
知
識
」
よ
り
）
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遺
伝
子
工
学
が
最
も
良
く
研
究
さ
れ
、
利
用
さ
れ

て
い
る
の
は
医
薬
関
連
の
分
野
で
す
。
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ロ
ン
、
成
長
ホ
ル
モ
ン
、
イ
ン
ス
リ
ン
な
ど
は
す

で
に
量
産
も
さ
れ
、
有
用
な
医
薬
品
と
し
て
発
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
然
し
、
私
達
が
最
も
関
心
の
あ
る
の

は
、
こ
の
遺
伝
子
工
学
が
食
糧
生
産
に
、
今
後
、
ど

の
様
に
役
立
つ
の
か
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
食
品

関
係
の
雑
誌
に
よ
り
ま
す
と
ヽ
農
業
部
門
で
は
組
織

培
養
に
よ
る
育
種
の
効
率
化
、
又
、

Ｆ．
種
の
開
発
に

よ
る
生
産
性
向
上
や
耐
病
性
品
種
の
開
発
な
ど
が
具

体
化
す
る
。
畜
産
業
で
は
多
排
卵
操
作
、
複
数
受
精

卵
移
植
に
よ
る
仔
牛
の
増
産
及
び
乳
牛
の
優
良
系
の

導
入
に
よ
る
乳
生
産
の
効
率
向
上
な
ど
が
行
な
わ
れ

る
。
水
産
業
で
は
染
色
体
操
作
に
よ
る
雌
性
発
生
の

育
種
、
染
色
体
の
倍
数
化
に
よ
る
成
長
促
進
効
果
を

ね
ら
っ
た
育
種
が
実
用
化
段
階
に
は
い
る
と
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
食
品
工
業
で
は
固
定
化
酵
素
に
よ

る
連
続
醸
酵
な
ど
の
プ
ロ
セ
ス
技
術
が
実
用
化
さ
れ
、

特
に
乳
製
品
や
食
品
素
材
の
分
野
で
盛
ん
に
な
る
。

又
、
醸
造
で
は
連
続
酸
酵
に
よ
る
生
産
効
率
の
向
上

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
産
業
に
及
ぼ
す

技
術
化
率
は
、
農
業
が
１２
％
、
畜
産
業
が
２４
％
、
水

産
業
が
３
％
、
食
品
工
業
が
２３
％
と
想
定
さ
れ
、
そ

の
応
用
製
品
の
経
済
市
場
規
模
は
、
農
業

一
四
〇

一

四
億
円
、
畜
産
業
四
七
五
七
億
円
、
水
産
業

一
一
八

一
億
円
、
食
品
工
業
四
二
四
七
四
億
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
又
、
産
業
別
に
み
た
生
産
効
率
で
は
医
薬
品

が
４０
％
で
最
も
高
く
、
次
い
で
農
薬
が
３０
％
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
様
に
バ
イ
オ
関
連
の
産
業
、
中
で
も
、
遺
伝

子
工
学
関
連
の
産
業
は
私
達
の
日
常
生
活
を
取
り
巻

く
社
会
に
、
又
、
我
が
国
の
経
済
発
展
に
、
今
後

益
々
、
重
要
な
役
割
を
演
ず
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ

スノ
。そ

し
て
、
そ
の
進
展
と
共
に
、

２．
世
紀
の
産
業
構

造
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
興
味
が
つ
き
ま
せ

ん
。

①濤伝
子組替え利

t生差亀τ祗あ星協房告籍賃忙紹雰盈テ?嘉星路層皇進孝管知
②細 胞 融 合

1碧島荏憲据緒亀とち年逸矯亀響号宅拿幹
(融合)させ両者の

〕
③育     種

[標とィi詩寧誓夕
の発現や、家畜の品種改良のため交配技術自〕

①大 量 培 養
t笑豊黎ち蛭整擢櫂落卍銘揖燿皇亀電笹舟軍異豊そ嚢犠絡「

を
〕

②発     酵隣差望8僣務語

"寄

F協督〒壕ケ畳に星農ξを2袋許ユロ
物
〕

③酵 素 利 用
[讐蟹キほ五と警懸i署吾と枢拿協響塀生差?指ご5ξ駐幕干〕

1 生物利用技術

2 生 体 模 倣 技 術

¢ヶオミ
メティ

)

3 生体システムエ学

(ダ
イオホロニタ

)

イ.遺伝情報利用
技術

増殖能利用技
術

イ.生体成分機能
利用技術

口,生体模倣材料
技術

“

1子舟
マ
⊃

①人工 的 材料

②バイオメディ方
ルニンジニアリ
ング

③パイオケミカル

ハ.舗
喬黎驀

循①パィォマス保管暴掃Fけ
る生物量をエネルギー勒質として利

F開司

①全イオリアクタ降1智蓬花苓嘉鋒異Й島量避義鳥蜂μ
する。反応回路44Hの設

〕
②酵 素 固 定酵議冥李憲佐ぁ帯鸞獲媛榛浄畢憲義膵枠

の分雑結製等の問題
〕

③パイオニタス昧整?亀房葛彗分tぞ背3瀑茶寧塚秀課重奥}術
。今日では〕

隊寧%疑言ヒ霧籍τ民主畠皆美境翠邁殺蒲i運
動など、主体高〕

|を書:捨:書写:と

こ写仝モ踏賛橿警笙費をF嘉負蕗義岳ll
〔人工酵素、酵素合成、改質を行う技術〕

バ
イ
オ
テ
タ
ノ
ロ
ツ
ー

[義禁?留夢賛撃蜜騎ょ
組織臓器の生理、生体防御機構、生命
生物体の維持管理の技術。
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日清食品株式会社 総合研究所

所長・常務 南 純―

「期待される遺伝子工学」
寄
稿
記
事

②

一
一

■
■h NOW

知識

UTPUT
成果

GE

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
社
会
を
造
り
出
し
た
半
導
体
技

術
も
同
じ
で
す
が
、
遺
伝
子
工
学
と
い
う
言
葉
が
新

聞
紙
上
に
載
ら
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

２．
世
紀
を

目
前
に
し
て
、
遺
伝
子
工
学
の
果
す
役
割
が
社
会
的

に
も
、
経
済
的
に
も
、
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
し
ょ
う
か
。

第
二
次
大
戦
後
、
我
が
国
の
科
学
技
術
は
、
主
と

し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
模
倣
を
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
食
糧
が
豊
富
に
な
っ
て
食
生
活
が
安
定
し
、

経
済
の
高
度
成
長
が
進
む
に
つ
れ
て
、
応
用
開
発
の

技
術
が
目
覚
ま
し
い
進
歩
を
示
し
、
そ
の
技
術
水
準

は
飛
躍
的
に
上
昇
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
で
は
科

学
技
術
の
先
端
を
行
く
先
進
国
の

一
員
と
し
て
、
そ

の
技
術
が
高
く
評
価
さ
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
こ

う
な
り
ま
す
と
、
他
の
先
進
国
の
模
倣
も
、
応
用
も
、

出
来
に
く
く
な
り
、
自
力
の
研
究
開
発
、
即
ち
、
基

礎
研
究
か
ら
の
積
み
上
げ
に
よ
る
成
果
を
利
用
し
て
、

応
用
に
、
開
発
に
、
積
極
的
に
努
力
し
な
い
と
、
技

術
先
進
国
と
し
て
立
ち
行
か
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

幸
い
に
、
遺
伝
子
工
学
は
我
が
国
が
最
も
得
意
と
し

て
い
る
醸
酵
に
関
連
し
た
分
野
で
あ
り
ま
す
。
当
初
、

相
当
な
遅
れ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
遺
伝
子
組
換
え
技

術
や
そ
の
成
果
に
つ
い
て
も
、
今
で
は
、
ア
メ
リ
カ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
肩
を
並
べ
る
研
究
実
績
を
挙
げ
て
お

り
、
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
位
置
す
る
様
に
な
り

ま
し
た
。

私
達
、
日
清
食
品
は
即
席
め
ん
を
中
心
と
し
た
食

品
分
野
の
研
究
だ
け
で
な
く
、
医
薬
分
野
の
研
究
も

行
な
っ
て
い
ま
す
。
バ
イ
オ
関
連
の
研
究
も
、
以
前

か
ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
抗
生
物
質
の
特

許
も
所
持
し
て
い
ま
す
。
き
の
こ
な
ど
担
子
菌
を
中

心
と
し
た
、
生
理
活
性
物
質
や
特
殊
な
酵
素
の
検
索

な
ど
も
行
な
い
、
相
応
の
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

話
題
の
遺
伝
子
組
換
え
の
分
野
で
は
、
虫
歯
予
防
に

関
す
る
研
究
が
、
今
、
非
常
に
興
味
を
持
た
れ
、
期

待
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

虫
歯
は
ス
ト
レ
プ
ト
コ
ッ
カ
ス
・
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス

と
い
う
口
腔
内
細
菌
が
主
役
で
、
こ
の
菌
が
口
腔
内

で
不
溶
性
グ
ル
カ
ン
を
形
成
し
、
歯
面
に
付
着
し
ま

す
。
こ
の
付
着
グ
ル
カ
ン
に
内
在
し
て
い
る
ミ
ュ
ー

タ
ン
ス
菌
な
ど
の
虫
歯
菌
が
口
腔
内
の
薦
糖
を
分
解

し
、
生
じ
た
有
機
酸
の
作
用
で
、
歯
の
エ
ナ
メ
ル
質

を
溶
解
し
、
浸
蝕
し
て
虫
歯
を
起
し
ま
す
。
従

っ
て
、

虫
歯
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
不
溶
性
グ
ル
カ
ン
と
虫

歯
菌
の
複
合
体
で
あ
る
歯
垢
を
、
歯
を
磨
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
機
械
的
に
除
去
し
た
り
、
不
溶
性
グ
ル
カ

ン
を
部
分
分
解
す
る
デ
キ
ス
ト
ラ
ナ
ー
ゼ
を
歯
磨
剤

に
混
入
し
て
、
酵
素
化
学
的
に
分
解
除
去
す
る
方
法

な
ど
が
有
効
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
然
し
、
歯
プ
ラ

シ
の
と
ゞ
か
な
い
所
に
あ
る
歯
垢
は
除
去
出
来
ま
せ

ん
し
、
歯
を
磨
い
た
後
で
水
で
う
が
い
を
す
れ
ば
、

歯
磨
剤
に
混
入
さ
れ
た
デ
キ
ス
ト
ラ
ナ
ー
ゼ
が
殆
ど

流
出
し
て
し
ま
う
の
で
、
こ
の
様
な
方
法
で
完
全
に

虫
歯
を
防
ぐ
こ
と
は
期
待
出
来
ま
せ
ん
。
こ
の
様
な

こ
と
か
ら
、
不
溶
性
グ
ル
カ
ン
を
強
力
に
、
然
も
、

完
全
に
分
解
す
る
酵
素
で
あ
る
グ
ル
カ
ナ
ー
ゼ
を
産

出
す
る
細
菌
か
ら
、
遺
伝
子
ク
ロ
ー
エ
ン
グ
法
に
よ

り
、
グ
ル
カ
ナ
ー
ゼ
遺
伝
子
を
含
む
Ｄ
Ｎ
Ａ
切
片
を

取
り
出
し
、
更
に
、
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
を
用
い
て
、

一
大
腸
菌
な
ど
の
プ
ラ
ス
ミ
ド
に
つ
な
ぎ
込
む
こ
と
を

考
え
、
研
究
し
、
成
功
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
格
段

の
量
産
を
行
な
う
メ
ド
も
つ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
利

用
す
れ
ば
グ
ル
カ
ナ
ー
ゼ
が
口
腔
内
で
常
時
分
泌
さ

れ
続
け
る
素
を
造
り
上
げ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
わ

け
で
、
そ
う
な
れ
ば
、
確
実
な
虫
歯
予
防
が
出
来
る

と
い
う
わ
け
で
す
。
日
清
食
品
も
こ
の
よ
う
な
面
白

い
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
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さ
れ
た
（こ
れ
は
開
発
期
間
の
短
縮
を
も
意
味
す
る
）

時
代
に
あ
っ
て
は
、
生
産
技
術
専
門
技
術
者
が

「開

発
―
生
産
―
販
売
」
と
い
う

一
連
の
プ
ロ
セ
ス
の
最

上
流
で
あ
る
開
発
に

一
層
多
く
関
与
し
な
け
れ
ば
利

益
を
生
み
出
す
機
会
を
失
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

商
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
ま
と
め
て
機
能
と
性
能
の
目

標
値
を
仕
様
書
の
形
に
書
き
あ
げ
る
と
こ
ろ
ま
で
は

商
品
企
画
担
当
者
あ
る
い
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当

者
の
役
割
で
あ
る
が
、
続
く
構
想
設
計
の
時
点
か
ら

は
生
産
技
術
者
が
積
極
的
に
意
見
と
ア
イ
デ
ア
を
出

す
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
構
成
部
品
の
材

料
選
定
、
形
状
や
精
度
、
加
工
方
法
や
組
付
方
法
な

ど
に
つ
い
て
安
い
コ
ス
ト
と
安
定
し
た
品
質
を
得
る

た
め
の
ベ
ス
ト
な
構
想
設
計
を
商
品
設
計
者
と
共
同

で
作
り
あ
げ
る
の
で
あ
る
。
時
に
は
未
経
験
の
加
工

技
術
や
新
材
料
を
実
用
テ
ス
ト
を
行
な
っ
た
上
で
採

用
す
る
こ
と
を
決
心
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
る
。
こ

う
し
た
生
産
技
術
者
に
要
求
さ
れ
る
重
要
な
能
力
が

コ
ス
ト
設
計
能
力
で
あ
る
。
金
型
お
よ
び
加
工
技
術

か
ら
自
動
設
備
機
械
に
至
る
ま
で
製
造
の
全
工
程
に

亘
っ
て
幅
の
広
い
知
識
と
経
験
を
持
っ
た
人
材
で
な

い
と
コ
ス
ト
と
機
能
が
最
も
良
く
調
和
し
た
商
品
構

想
設
計
が
出
来
な
い
。

次
に
生
産
技
術
部
門
な
い
し
は
生
産
技
術
者
が
担

当
す
る
の
が
工
程
設
計
で
あ
る
。
構
想
設
計
図
を
詳

細
設
計
図
に
進
め
る
た
め
の
設
計
行
為
は
商
品
設
計

者
が
行
な
う
が
、
同
時
に
生
産
技
術
者
は
加
工
工
程

自
動
設
備
機
械
、
搬
送
と
全
体
の
管
理
シ
ス
テ
ム
を

設
計
し
、
必
要
に
よ
っ
て
は
み
ず
か
ら
製
作
す
る
の

で
あ
る
。
構
想
設
計
あ
る
い
は
商
品
設
計
で
は
ア
イ

デ
ア
の
良
し
悪
し
が
成
否
の
ポ
イ
ン
ト
だ
が
、
工
程

設
計
と
設
備
機
械
の
設
計
製
作
の
成
否
は
ね
ら
っ
た

通
り
の
も
の
が
作
れ
た
か
ど
う
か
と
い
う
頭
と
手
の

仕
事
の
成
否
を
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
も
開

発
か
ら
市
場

へ
商
品
を
出
す
ま
で
の
期
間
は
短
か
く

投
資
金
額
は
高
額
に
な
る
傾
向
の
昨
今
で
は
、
生
産

技
術
者
の
働
き
の
良
し
悪
し
に
よ
っ
て
利
益
の
大
き

さ
が
決
ま
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
は
じ

め
に
失
敗
を
す
れ
ば
取
り
返
す
機
会
の
な
い
ま
ゝ
に

商
品
寿
命
が
尽
き
、
高
価
な
設
備
が
無
用
の
も
の
と

化
す
リ
ス
ク
を
負

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
時
代
に
対
応
し
た
生
産
技
術
者
の
資
質

と
知
識
や
経
験
は
今
後
ま
す
ま
す
幅
広
く
高
度
な
も

の
が
要
求
さ
れ
る
と
思
う
。
生
産
現
場
の
技
術
、
改

善
の
技
術
と
し
て
の
生
産
技
術
か
ら
、
商
品
の
技
術

開
発
の
技
術

へ
重
点
を
移
し
た
生
産
技
術
の
た
め
の

ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
生
産
技
術
者
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
の
方
法
は
ま
だ
充
分
確
立
さ
れ
た
と
は
言

え
な
い
と
考
え
る
。
生
産
技
術
を
職
と
す
る
者
と
し

て
新
時
代
の
生
産
技
術
の
た
め
に

一
層
の
努
力
と
研

鑽
の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
る
。
同
職
の
方
々
か
ら

の
ご
教
示
を
頂
戴
で
き
れ
ば
、
こ
れ
に
勝
る
喜
び
は

あ
り
ま
せ
ん
。

′F
奪

ャ
リ
ア

・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

・

プ
ロ
グ
ラ
ム

企
業
の
教
育
訓
練
、
資
格
制
度
（
能
力
評
価

制
度
な
ど
を
組
合
わ
せ
て
、
総
合
的
人
事
管
理

制
度
を
つ
く
り
上
げ
＾
従
業
員
が
自
己
の
人
生

計
画
の
目
標
と
コ
■
ス
を
、
そ
の
制
度
の
中
の

職
務
↓
職
位
体
系
の
申
に
発
見
で
き
る
よ
う
に

し
よ
う
と
す
る
も
の
ゃ　
　
　
　
　
・
　

・

こ
の
プ
ラ
ン
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、
上
司

た
る
長
が
適
切
な
指
導
を
行
な
う
こ
と
が
不
可

欠
条
件
と
な
る
。
狙
い
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
従

業
員
の
人
生
計
画
を
経
営
活
動
の
中
に
結
実
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
モ
ラ
ー
ル
を
高
め
、
ま

た
、
人
材
の
開
発
活
用
を
は
か
ろ
う
と
す
る
こ

と
に
あ
る
。

３
騒
現
代
用
語
の
基
礎
知
識
」
よ
り
）

一 I一
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品
開
発
に
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技
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成果

NOW
知識h GE

商
品
の
コ
ス
ト
の
八
〇
％
は
設
計
に
よ
っ
て
決
ま

る
。
と
は
古
く
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。

ま
し
て
最
近
の
よ
う
に
価
格
競
争
が
熾
烈
な
上
に
、

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
極
端
に
短
か
く
な
る
傾
向
の
市

場
環
境
下
で
は
、
商
品
を
開
発

・
設
計
し
た
時
点
で

既
に
勝
敗
が
決
し
て
い
る
こ
と
も
稀
で
は
な
い
。
新

商
品
の
開
発
に
生
産
技
術
者
が
参
画
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
当
ら
せ
る
こ
と
を
当
然
と

す
る
環
境
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
伴

っ
て
、
生
産
技

術
部
門
あ
る
い
は
生
産
技
術
者
達
が
重
点
を
置
く
べ

き
技
術
の
内
容
が
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
と
思
う

の
で
あ
る
。

生
産
技
術
が
、
Ｊ
ａ
筋
守
】と
し
、
画
Ｂ
瞼
いコ
①ｑ
中“
∞
と

同
義
語
で
あ
っ
た
頃
は
設
備
機
械
の
配
置
を
決
め
、

作
業
を
分
割
配
分
し
、
標
準
時
間
を
設
定
し
て
、
治

具
や
工
具
を
考
察
す
る
こ
と
が
生
産
技
術
者
の
主
な

仕
事
で
あ
っ
た
。
作
業
者
の
動
作
の
細
部
に
ま
で
亘

っ
て
解
析
し
、
無
駄
な
動
き
を
徹
底
し
て
最
少
に
しＣ

よ
う
と
努
力
し
た
の
で

あ
る
。
改
善
は
永
遠
に

し
て
無
限
で
あ
る
。
と

言
わ
れ
、
生
産
技
術
者

は
製
造
現
場
に
出
て
ム

ダ
を
発
見
し
改
善
提
案

を
す
る
こ
と
を
求
め
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、

今
で
も
無
駄
の
排
除
と

い
う
の
は
生
産
技
術
の
原
点
で
あ
る
。
ム
ダ
の
排
除

の
努
力
は
ト
ヨ
タ
生
産
シ
ス
テ
ム
に
結
実
し
、
更
に

Ｚ
”
∽
（Ｚ
①
雪
句
３
ａ
属
け中ｏ
Ｂ
∽
覇
一①
Ｂ
）
と
し
て
ま
す

ま
す
発
展
し
続
け
て
い
る
こ
と
は
生
産
技
術
に
関
係

す
る
人
の
等
し
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ト
ヨ
タ
生
産
シ
ス
テ
ム
で
は
、
海
外
に
ま
で
知
ら

れ
る
に
至

っ
た
カ
ン
バ
ン
、
ア
ン
ド
ン
、
ポ
カ
ヨ
ケ

な
ど
の
数
々
の
工
夫
が
な
さ
れ
た
が
、
最
も
卓
抜
し

て
い
る
の
は
ム
ダ
の
定
義
に
従
来
と
は
異
な
る
概
念

を
与
え
た
こ
と
に
あ
る
と
思
う
。
モ
ノ
は
必
要
な
丁

度
そ
の
時
に
必
要
な
数
だ
け
あ
れ
ば
良
い
。
そ
れ
以

外
は
全
て
ム
ダ
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
ム
ダ
こ
そ
が

最
大
最
悪
の
ム
グ
で
あ
る
。
と
定
義
し
徹
底
し
た
工

夫
を
重
ね
て
生
産
シ
ス
テ
ム
に
革
命
を
も
た
ら
し
た

の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
言
わ
れ
れ
ば
ご
く
当
り
前

の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
に
行
な
お
う
と
す
る
と

決
し
て
当
り
前
で
は
な
く
逆
に
大
変
な
手
間
と
緊
張

を
要
す
る
こ
と
が
判
っ
て
来
る
。
単
な
る
改
善
の
積

み
重
ね
だ
け
で
は
到
底
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。

人
々
の
考
え
方
、
思
想
の
革
新
が
伴
わ
な
け
れ
ば
決

し
て
成
し
遂
げ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
現
場
作
業
者
、

現
場
監
督
者
か
ら
管
理
者
経
営
者
に
至
る
ま
で
全
社

的
規
模
で
真
の
ム
ダ
と
は
何
か
、
コ
ス
ト
高
は
何
に

起
因
す
る
の
か
に
つ
い
て
深
く
理
解
す
る
こ
と
を
求

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
現
場
作
業
者
、

監
督
者
達
は
、
専
業
作
業
者
、
専
業
監
督
者

（変
な

言
葉
だ
が
）
か
ら
生
産
技
術
者
兼
業
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
現
場
の
全
員
が
生
産
技

術
者
と
な
っ
た
と
言

っ
て
も
良
い
。
こ
れ
は
ま
た
、

い
ま
だ
に
作
業
者
が
単
な
る
作
業
者
に
留

っ
た
ま
ゝ

の
諸
外
国
の
企
業
人
や
研
究
者
に
、
日
本
の
作
業
者

の
優
秀
さ
を
印
象
づ
け
日
本
企
業
の
競
争
力
生
産
技

術
力
の
強
さ
の
大
き
な
秘
密
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
生
産
技
術
の
原
点
が
ム
グ
の
徹
底
排

除
に
あ
る
こ
と
は
変
り
は
な
い
が
、
ム
ダ
の
概
念
が

変
革
し
、
工
場
の
全
員
が
生
産
技
術
者
と
な
る
こ
と

が
必
然
と
な
る
時
代
に
あ
っ
て
専
門
の
生
産
技
術
者

の
役
割
と
技
術
追
求

の
方
向
も
ま
た
変
化

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
の
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に

商
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ

ク
ル
が
極
端
に
短
縮

わ
レ

っ
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